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6. 保守取扱上の注意事項 

（1） ポンプの操作時はタンクの油量を確認して下さい。 

グリース充填 

フォロワープレートが最低油面以下を指している時はポンプを操作させないで下さい。

タンクが空の時は充填ポンプ（グリースパックはペール缶からポンプの補給口へ直接グ

リースを充填することが出来ます。）を用いてグリースを補給して下さい。3L と 6L タン

クのレベルロッドには、1.5L 毎に目印があります。 

ポンプ上部蓋を外して手掴みなどでグリースを入れますと、空気やゴミが混入され不具

合の原因となりますから絶対にしないで下さい。 

オイル充填 

タンクの上蓋を外し、上からフィルターを通して補給して下さい。オイルの油面は必ず

上油面と下油面との間にあるよう注意して下さい。 

（2） ポンプハンドルを操作する時は切換バルブハンドルを一杯に押し込むか又は手前に一杯

引き戻しておかなければなりません。もしこれを一杯に切換えておかないとポンプハン

ドルは動かず、無理に操作するとポンプが壊れる事がありますので注意して下さい。 

（3） 次回給脂の場合に、ポンプハンドルの操作回数が所定の回数より著しく少ないのに圧力

が上昇した場合は、同一給脂主管に連続送油したことになりますので、その際は切換バ

ルブハンドルを反対側に切換えて改めて操作して下さい。同一給脂主管に連続して送油

しても分配弁は作動せず給脂は行われません。 

（4） 切換バルブハンドルの操作を繰り返すとポンプ内部の油分がかき出され堆積する為、油

にじみが発生する場合がありますが故障ではありません。油分を拭き取り使用して 

下さい。 

（5） 新設の給脂装置に於いては全てのパイプ（主管、枝管、給脂管）にグリース（オイル）

が充填され、空気抜きが完全に実施されたか運転前に確認して下さい。 

空気が配管内に混入しているとポンプハンドルの操作回数が異常に多くなったり、分配

弁の作動が不安定になるといった不具合が生じます。 

（6） 本装置に使用するグリースは稠度 310～400（NLGI #1～#0）程度の極圧性グリースを

使用して下さい。稠度の低いグリースを使用しますと配管内の流動抵抗が増し円滑な操作

が困難になります。尚、グリースには種類により性質が異なりますから、給脂条件に適応

したものをご使用下さい。 

（7） 一定期間毎に全給脂個所へ給油されているか、分配弁の指示棒の動き（完全に上がって

いるか、下がっているか）で点検して下さい。 
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（8） 配管途中にある Y 形ストレーナを一定期間毎に分解して、内部のフィルターを掃除して

下さい。 

（9） 一定期間毎に配管部分が破損したり緩んでいないか点検して下さい。 

 

7. トラブル対策 

トラブル 状 況 原   因 対    策 

圧力が上がら

ない。 

ポンプハンド

ルに手応えが

ない。 

(1) タンク内に空気が入っていて

グリース（オイル）を吸込ま

ない。 

(1) グリース（オイル）を所定の稠度

のものに交換する。 

(2) フォロワープレートを上部より

押し下げ同時にポンプハンドル

を動かす。この時ポンプの空気抜

きを緩めておいてグリースが出

てくるまでポンプハンドルを動

かす。 

(2) プランジャの吸込口に異物が

詰まって吸込まない。 

(1) タンク内よりグリース（オイル）

を抜いて掃除する。 

(3) タンク内にグリース（オイ

ル）がない。 

(1) グリース（オイル）を規定量補給

する。 

異常にハンド

ル回数が長び

く。 

(1) 配管部分のもれ又は破損。 (1) 修理又は交換する。 

(2) ポンプのチェッキバルブの作

動不良（弁座にゴミ等がかん

でいる。） 

(1) 分解し清掃する。破損の場合は交

換する。 

(3) 配管中（主管内）に空気が入

っている。 

(1) 配管末端のプラグを外して空気

抜きをする。（分岐部を含む） 

その他 

(1) 圧力計の不良 (1) 修理又は交換する。 

(2) ポンプのピニオンギャとプラ

ンジャがかじっている。 

(1) 分解修理するか交換する。 
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